
令和７年６月１日～25日「鳥川ホタルまつり」が開
催され、恒例のオープニングイベントは６月７日に行
われました。まず主催者やご来賓の方々の挨拶があり
「ホタルの夕べライブ」に移ります。
今回は「樹音(じゅね)タルト」によるアコースティッ

クライブ♪ 「樹音」は楽器の名前で、長野県で生ま
れた木の笛です。別名‘森のオカリナ’と称されるに
ふさわしく、鳥川にしっくり合うやさしい音色です。
年代を問わず楽しめる曲をギターなどとともに演奏し
ていただき、どなたもゆったりと過ごされている様子
でした。
そして「ホタルクイズ」は保存会アドバイザー竹内

謙作氏と地元の小中学生から出題され、参加の方々に
ホタルの知識を深めていただきました。
その後は、田舎汁を堪能したり館内見学など思い思

いに日が暮れるまで過ごされ、川沿いで待望の幻想的
なホタルの舞いを心ゆくまで鑑賞しておられました。
ホタルまつりの期間中は、ホタル飛翔数を鳥川ホタ

ル保存会が毎日カウントしており、最も多い日には800
匹のホタルを確認しました。県内外を問わず多くの人
が「とっかわ」を訪れ、ホタルの瞬きに「感動した、
ありがとう」の声を寄せていただきました。
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Check !

ゲンジボタルに感動！

ホタルクイズ出題と回答の様子

会場の様子

樹音タルトのみなさん

大人気！ 田舎汁

ホ タ ル 学 校 か ら の お 知 ら せ
開館時間 ３月１日から10月31日 午前９時～午後５時

11月１日から２月末日 午前９時～午後４時
６ 月 中 午前９時～午後９時

定 休 日 火曜日（祝日の場合は翌日以降で最初の平日）

令和７年度の振り返り号

「鳥川ホタルまつり」

ホタル学校に関する最新情報はホームページへ！ こちらのQRコードからアクセスできます！



準特選 中日新聞社賞

『ホタルの軌跡』 松下 幸之助

ツリー内に灯りをセット☆

ホタル学校に関する最新情報はホームページへ！ 表面にQRコードがあります。ぜひご覧ください。

国内外からの研修

鳥川ホタルまつり

特選 議長賞 『笑顔の子供』 柴田 豊

推薦 市長賞 『光跡』 秋屋 實

特選 教育長賞
『旅する蝶』 高須 吉郎

令和７年度フォトコンテスト上位入賞作品で
す。（敬称略）
このフォトコンテストは、鳥川地区を撮影し

た写真を対象に募集し、厳正なる審査の結果、
総数42作品の中から10作品が表彰されました。
鳥川のすばらしさを感じるものばかりが揃った
ため、審査員からは選定に大変苦慮されたと伺
いました。
入賞作品はホタル学校内にて展示しておりま

す。撮影者の思いの詰まった受賞作品をぜひご
覧ください。

国内だけでなく海外からも鳥川を研修先とする団
体が増えています。
台湾やタイからの視察団は、ホタル学校で環境保

全について画像を使った説明を受け、展示物を見学。
さらに学校周辺の様子を実際に歩いてご覧になられ
ました。
また、国内からは「自然共生サイト※1」に認定さ

れている鳥川を訪れ、同サイト認定を目指し学んで
おられました。

材料を整える講師

令和７年12月６日、コノハ美術の
池田ちか氏を講師に迎え、自然素材で
作るクリスマスツリー講座が開かれま
した。
材料は間伐材の端材、木の枝や実な

どです。ボンドで自由に貼り付け、年
齢を問わず楽しんでいました。

台湾からの視察団（R7年９月）

令和７年度

フォトコンテスト表彰作品

なお、表彰式は令和７年10月４日に予定されておりましたが、同日開催の山歩きイベントが
あいにくの天候不良により中止となり、表彰者へは後日、表彰状や副賞をお渡しいたしました。

クリスマスツリーを
つくろう！

※1：民間の取組等によって
生物多様性の保全が
図られている区域


